
 
 

令和３年度 障害福祉サービス等報酬改定について 
 

（１）療養介護 

  対象者の変更について 

①障害支援区分６に該当し、気管切開を伴う人工呼吸器による呼吸管理を行っている者 

   ②障害支援区分５以上に該当し、次の（ア）から（エ）のいずれかに該当する者 

ア） 重症心身障害者又は進行性筋萎縮症患者 

イ） 医療的ケアの判定スコアが１６点以上の者 

ウ） 障害支援区分の認定調査項目のうち行動関連項目等（１２項目）の合計点数

が１０点以上である者であって、医療的ケアスコアが８点以上の者 

エ） 遷延性意識障害者であって、医療的ケアの判定スコアが８点以上の者 

③①及び②に準ずる者として、機能訓練、療養上の管理、看護及び医学的管理の下にお

ける介護その他必要な医療並びに日常生活上の世話を要する障害者であって、常時介

護を要するものであると市町村が認めた者。 

 

（２）短期入所 

   医療型短期入所の利用について 

    ・療養介護対象者 

    ・重症心身障害児、医療的ケア児（医療的ケア判定スコア１６点以上） 

    ・遷延性意識障害等、筋萎縮性側索硬化症等の運動ニューロン系疾病を有する者（療

養介護対象者を除く） 

 

   特別重度支援加算の見直し 

    ・特別重度支援加算(Ⅰ)  ６１０単位／日（判定スコアを合算し２５点以上） 

    ・特別重度支援加算(Ⅱ)  ２９７単位／日（判定スコアを合算し１０点以上） 

    ・特別重度支援加算(Ⅲ)  １２０単位／日 

      

（３）児童発達支援、放課後等デイサービス 

   医療連携体制加算（Ⅳ）、（Ⅴ）について 

    医療機関との連携により、看護職員の指定児童発達支援事業所等に訪問させ、当該看

護職員がスコア表に規定するいずれかの医療行為を必要とする状態である障害児に

看護を行った場合に算定可能。（４時間未満、４時間以上、看護した人数で単価が変

わる。） 

   ※１回の訪問につき８人の障害児を限度とする。

Ⅴでそれぞれについて８人の限度） 

   ※医療連携加算の算定にあたって、基本報酬区分の医療的ケア、重症心身障害児を受け

入れた時の報酬を算定されているときは当該加算は算定できません。 
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